
「
新
潟
大
学
農
学
部
同
窓
会
七
十
周
年
記
念
誌
」
ご
寄
稿
の
お
願
い 

謹
啓 

 

時
下
、
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
新
潟
大
学
農
学
部
同
窓
会
は
創
立
七
十
周
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
農
学
部
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
「
松
涛
四
十
号
」
で

ご
案
内
し
た
と
お
り
記
念
事
業
を
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

記
念
事
業
は
、
左
記
の
講
演
会
・
祝
賀
会
の
開
催
、
六
十
周
年
記
念
事
業
に
お
い
て
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
復
元
し
た
嵐
丘
庭
の
再
整
備
及

び
記
念
誌
の
発
行
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

記
念
誌
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
同
窓
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
寄
稿
い
た
だ
く
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
に
記
す
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
多
用
の
と
こ
ろ
ま
こ
と
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、

是
非
と
も
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
白 

 

令
和
五
年
四
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
潟
大
学
農
学
部
同
窓
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡 

辺 
 

仁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
潟
大
学
農
学
部
同
窓
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       

渡 

辺 

広 

治 
記 

 

一 

テ
ー
マ 

「
七
十
周
年
に
寄
せ
て
」「
学
生
時
代
の
思
い
出
」「
近
況
報
告
」
な
ど 

 

二 

原
稿 

 
 

約
八
百
字
程
度 

 
 

ワ
ー
プ
ロ
、
手
書
き
原
稿
い
ず
れ
も
可
（
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
、
左
記
ア
ド
レ
ス
宛
に
メ
ー
ル
で
送
付
願
い
ま
す
。） 

 
 

ご
連
絡
を
差
し
上
げ
る
た
め
に
、
ご
住
所
、
お
名
前
、
卒
業
年
、
出
身
学
科
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

可
能
で
あ
れ
ば
、
写
真
等
の
添
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
添
付
さ
れ
た
写
真
等
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

 

三 

締
切 

 
 

令
和
五
年
八
月
三
十
一
日 

 

四 

原
稿
送
付
先 

 
 

〒
九
五
〇
–
二
一
八
一 

新
潟
県
新
潟
市
西
区
五
十
嵐
二
の
町
八
〇
五
〇 

 

新
潟
大
学
農
学
部
同
窓
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

℡ 

〇
二
五
–
二
六
三
–
三
一
〇
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
E-mail

：dousou@agr.niigata-u.ac.jp 

 

五 

記
念
式
典
及
び
祝
賀
会 

・
日 

時 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

・
会 

場 
 
ANA

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
（
電
話 

０
２
５
―
２
４
５
―
３
３
３
３
） 

・
記
念
式
典 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

・
記
念
講
演
会 

（
式
典
終
了
後
） 

「
世
界
初
・
日
本
酒
学
（Sakeology

）：
新
潟
大
学
日
本
酒
学
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
活
動
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
田 

大
（
新
潟
大
学
日
本
酒
学
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
） 

「【
描
い
た
酒
】
か
ら
知
る
江
戸
の
酒
―
近
代
の
物
語
を
通
じ
た
酒
文
化
研
究
―
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

畑 

有
紀
（
新
潟
大
学
日
本
酒
学
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
） 

 
 
 

「Let

’s 

き
き
酒
」 

新
野
義
弘
（
朝
日
酒
造
株
式
会
社
総
務
部
参
与
） 

 

・
祝
賀
会 
 

午
後
四
時
よ
り
（
会
費
六
千
円
） 

  

な
お
、
ご
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
方
へ
は
、
記
念
誌
を
一
部
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


